
作品を作る落合建司さん

カタカタ、本棚、鳥籠、凧など

小物作品（かめ、イノシシなど） 小物作品（ネズミ、フクロウなど）

作品に使うきのこ 小物作品のフクロウ
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ストレスフリーと歩くことで健康長寿！

落合建司さんは令和元年１０月に７７歳（喜寿）を迎えました。２年前に後期高齢者となりましたが、趣
味である物作りを毎日元気に励んでいます。落合さんは、小さい頃から山へ行って竹を採り自分で竹と
んぼを作ったり、その竹から竹ひごを作って鳥籠を作りメジロを飼ったりして遊んでいました。とにかく物作り
が大好きな少年でした。

仕事は定年近くまで精密な設計図を用いて作る金型関係の会社に勤めていました。ここでは治具を作
る仕事をしていました。

私生活では孫のために歩行訓練用のカタカタを作ったり、凧を作って遊んだり、本棚、テーブル、椅子な
ど生活用品から遊び道具まで持前の器用さを発揮して何でも作っていました。

落合さんの日常生活は物を作ることで頭の中が一杯です。健康の源でもある山歩きが大好きで、山に
行っては工芸作品の材料となりそうな物は日々収集しています。笹竹、松ぼっくり、シイの実、どんぐりの
実、冬瓜の種、朝顔の種、落花生の外皮、きのこ、プラタナスの実など様々な種類のものをたくさん収
集されています。収集したもので亀、ねずみ、イノシシ、フクロウ、竹人形など小物作品もたくさん作ってい
ます。

５０歳の頃、友人の会社の３０周年記念行事で獅子舞を踊ることになり獅子頭を作って欲しいと依頼さ
れたのがきっかけで、掛川祭りには欠かせない「大獅子舞」の獅子頭を作ることになりました。今では原
寸大の獅子頭の他に中間サイズのものやミニチュア版のキーホルダー用のものなど民芸品としても大変
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獅子舞用の獅子頭 パーツ部品を準備

獅子頭の部分 完成した獅子舞の獅子頭

茅葺き屋根の古民家写真集

制作前に書く図面

人気があります。
作り方についても教えてくれました。まず、パーツ毎に作りながら段取りよく仕上げるように準備をしていくこ
とがポイントだということです。

さらに６、７年前から、現存する茅葺き屋根の古民家だけの写真集を見て、茅葺きの屋根の形が地方
によって違うことに興味を持ち、縮小サイズの古民家を作ってみようと思い、今は１年程度かけて一作品
を完成させることに取組んでいます。

実際に静岡県周智郡森町にある友田家住宅（国指定重要文化財）や静岡市葵区平野の大村家住
宅（景観重要建造物第１号）を尋ねて構造的なことを教えて頂きそれを参考に制作をしています。

一軒の茅葺き屋根の古民家を制作するのに材料の準備から完成まで約１年かかります。
まず、写真を見て制作する古民家の図面書きをします。それから茅葺きの屋根の部分にする笹竹を集
めそれを束ねてしばらくの間寝かせます。（写真）さらに柱や壁や襖、障子（骨粉にボンドを混ぜる）にする
為の木材や紙、土（田んぼの土）などをパーツ毎に準備をしていきます。
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笹竹を束ねたもの パーツ部品の準備

家の中の様子 家の中の階段

家の中の襖 家の中のお風呂

また、家の中の階段やお風呂、かまどなど細かい部分にも拘っており、茅葺きの屋根の部分を持ち上げ
て古民家の中が見えるようになっています。家の中は昔の農家（庄屋）を想像して作り上げていきます。
実に精巧に出来ていることがわかります。

こうして１年かけて制作した茅葺き屋根の古民家の作品は、落合さんが会員になっている掛川燦々会
の展覧会に出展をしています。　
次回の掛川燦々会の展覧会は来年（令和２年）の２月に開催予定です。現在は展覧会の作品を制
作しながら、合間を見て小物作品を作って楽しんでいます。
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現在制作中の茅葺き屋根の古民家作品 白川郷の茅葺き屋根の古民家作品

落合建司さんの作品は７分２９秒から（ＹＯＵＴＵＢＥ第２０回燦々会掛川手工芸作品展）

そんな落合さんに健康の秘訣ついて聞いてみました。
「健康の秘訣は毎日歩くこと（粟ヶ岳に登ること）と、ストレスフリーで自分の好きなことに目標を持って没
頭することで健康長寿になるでしょう」ということでした。

※今回ご紹介しました獅子舞の獅子頭や茅葺き屋根の古民家、
　小物作品の作り方を覚えたい方は落合さんまで連絡の上、
　お尋ねして下さい。どなたでも歓迎しますとのことです。

※第２１回燦々会　掛川手工芸作品展
　日程：令和２年２月５日（水）～９日（日）
　場所：掛川生涯学習センター

（お問合せ先　落合建司さん　TEL０５３７－２４－３１５６）

小笠・榛南地区　生きがい特派員　髙井　豊
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